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ケトプロフェン（CAS no. 22071-15-4） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － ○ － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ケトプロフェンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、プロスタ

グランジン合成抑制作用を示すこと、試験管内試験の報告において、抗アンドロゲン作用を示すこ

とが示唆された。 

 

(１)生態影響 

⚫ Bereketoglu ら(2020)によって、ケトプロフェン(CAS 22071-15-4、Sigma-Aldrich、98%) 100、1,000、

10,000、50,000μg/L(設定濃度)に受精後 120時間ばく露したゼブラフィッシュ胚への影響が検討

されている。その結果として、50,000μg/L のばく露区で孵化率の低値が認められた。 

また、ケトプロフェン(CAS 22071-15-4、Sigma-Aldrich、98%) 100μg/L(設定濃度)に受精後 20

日目から６日間ばく露したゼブラフィッシュへの影響が検討されている。その結果として、プ

ロスタグランジン合成系遺伝子 ptgs1 mRNA 相対発現量、プロスタグランジン合成系遺伝子

(ptgs2a、ptgs2b) mRNA相対発現量、雌性(female-biased)遺伝子 zp2、vtg2、foxl2、wnt4) mRNA

相対発現量の低値が認められた。なお、プロスタグランジン合成系遺伝子 ptgds mRNA相対発

現量、薬物代謝関連遺伝子(cyo1a1、ahr1a1、Sult1st1、Sult4a1、ugtla1) mRNA相対発現量、ア

ポトーシス関連遺伝子(p21、casp8、mt-co2) mRNA 相対発現量には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：プロスタグランジン合成抑制→エストロゲン低下→

female-biased 遺伝子（zp2、vtg2、foxl2、wnt4）の発現低下 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、試験生物の学名が示されていない点に注意を要する

と判断された。 

 

(２)抗アンドロゲン作用 

⚫ Ezechiáš ら (2016)によって、ケトプロフェン(Sigma-Aldrich、98%) 0.33～65.54μM(=83.9～

16,700μg/L)の濃度に 2.5 時間ばく露(テストステロン 4.16μg/L(=14.4nM)共存下)した酵母(アン

ドロゲン受容体を発現)によるレポータージーンアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポ

ーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、

IC50値 6.76μM(=1,720μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導の阻害が認められた。 
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（令和５年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料１－２より抜粋） 

 


